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１ はじめに  

本稿では、プロセスイノベーションとプロ

ダクトイノベーションに関する論文を対象に

して、地域別に関連するコミュニティーを抽

出し、その対比を行い、傾向を示すことを目

的としている。分析の結果、アジアと世界、

プロダクトイノベーションとプロセスイノベ

ーションの対比において、異なる傾向を示す

ことが出来た。 

 

２ 先行研究レビュー 

モノづくりにおけるイノベーションの議論

において、製品開発ライフサイクルに着目し

た場合、製品に関するプロダクトイノベーシ

ョンと製造過程に関するプロセスイノベーシ

ョンの議論があり、それらイノベーションに

は、個々に適した環境、すなわちベルトラン

競争とクールノー競争が存在するとされてい

る[1][2]。 

寡占市場であり製品差別化がない環境下に

おいて、ベルトラン競争とは価格競争が起こ

り続ける状況のことであり、クールノー競争

は競合企業間の不均衡が発端となり、双方の

生産量の調整が繰り返された後、生産量と価

格が均衡化することをいう[2]。そして，ベル

トラン競争下ではプロダクトイノベーション、

クールノー競争下ではプロセスイノベーショ

ンが優位になるとしている[2]。 

 

３ 研究方法 

論文情報は、Clarivate Analytics 社の論

文データベース Web of Science(WOS)を用い

て収集した。分析対象は、プロセスイノベー

ションとプロダクトイノベーションを世界と

アジアに分けて、名詞同士の繋がりを分析し

たものである。 

 分析は、KH Coderの共起ネットワーク図を

用いて、テキストマイニングを行い、名詞同

士の繋がりからイノベーションに関するコミ

ュニティーの関係性が示唆されることを考察

した。 

 

４ 分析結果 

図 1に論文数の年次変化から、イノベーシ

ョンの関係性を数式化することが目的である。 

共起ネットワーク図を用いることで WOSの

書誌データからテキストマイニングを行い、

イノベーション関連の論文から名詞同士関係

性を示した。図 2に共起ネットワーク図を示

す。(a)のプロダクトイノベーションは製品に

関係しているため university, alliance, 

venture のコミュニティーに関係性がみえる。

(b)のプロセスイノベーションは、製品開発の

際の過程に関係しているイノベーションであ

るため supply, chain, customer, logistics

のコミュニティーに関係性がみえる。 

地域別で比較すると(a)の世界に関するイ

ノ ベ ー シ ョ ン の 論 文 で competition, 

advantage, position のコミュニティーが見

られ、イノベーションとのつながりを示唆す

ることができる。(b)のアジアでのイノベーシ

ョンに関するイノベーションの論文で

flexibility, transition, organization か

ら関係性がみられる。 
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５ 結論 

分析の結果、まずプロセスイノベーションと

プロダクトイノベーションの関係性を考察す

ると、プロダクトイノベーションは、国際的

な価格競争や大学とのアライアンスや、政府

からのサポートなど、製品特性と価格のバラ

ンスにて発展を試みていることが示唆される。 

プロセスイノベーションは、産業の柔軟な組

織構造などの会社内部の組織改革から発展を

試みようとしていることが示唆される。イノ

ベーションが起こる条件の違いとしては、企

業が目を向けている。違いとしては、競争の

源泉を求めている分野がそれぞれ異なってい

ることが示唆される。 

地域別のアジアと世界の各イノベーション

との関係性を考察していくと、アジアでは、

government, export, investment など、政府

主導の保守的な思考であることが示唆される。 

世界をみてみると、ベンチャー企業や大学

とのアライアンスがあり協力的な傾向があり、

企業が自ら研究開発を行っていることが示唆

される。アジアと世界の比較として、イノベ

ーションに関する思考が大きくことなり、ア

ジアは保守的であり、世界は積極的であるこ

とが示唆される。 

今後の研究の方向性は、2 つある。まず、

イノベーションの論文データを収集する際の

検索ワードをより関連性の高い名詞にするな

ど、精査することがある。次にイノベーショ

ンは雇用成長と関係性があり[4]、企業の雇用

形態とイノベーションとの関係を分析するこ

とである。 
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(a) 世界：プロダクトイノベーション (b) アジア:プロダクトイノベーション 

図 2.プロダクトイノベーションの共起ネットワーク図 
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